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左クリック 350 207 177 69.9** 0.00** 0.00** 0.25
右クリック 12 13 20 2.5 0.51 1.67 0.24
?????
Enter 19 18 20 0.1 0.87 1.61 2.05
BackSpace 61 46 49 2.4 0.25 0.44 1.54
Space 34 21 23 3.8 0.12 0.24 1.66
文字キー 90 77 75 1.6 0.78 0.31 1.81
数字キー 19 15 13 1.2 0.85 0.50 1.38
記号キー 26 17 23 1.9 0.62 0.52 0.77
















左クリック 302 176 162 55.7** 0.00** 0.86 0.00**
右クリック 21 17 17 0.6 0.46 2.00 1.39
?????
Enter 35 17 16 10.1** 0.02* 1.82 0.01**
BackSpace 76 42 49 11.6** 0.02* 0.90 0.00**
Space 47 12 20 25.5** 0.00** 0.31 0.00**
文字キー 242 81 93 116.0** 0.00** 0.75 0.00**
数字キー 24 13 13 4.8 0.07 1.99 0.20
記号キー 11 5 5 3.4 0.47 1.82 0.19
















左クリック 263 203 185 15.7** 0.00** 0.74 0.00**
右クリック 20 15 11 2.7 0.27 0.82 0.38
?????
Enter 37 22 17 8.6* 0.02* 0.77 0.06
BackSpace 57 53 31 8.3* 0.02* 0.04* 0.65
Space 39 18 14 15.2** 0.00** 0.94 0.01**
文字キー 123 106 87 6.2* 0.04* 0.38 0.26
数字キー 20 15 19 0.8 0.82 1.09 1.21
記号キー 16 16 14 0.2 1.51 2.06 0.93













































左クリック 192 153 139 9.4** 0.01** 0.83 0.04*
右クリック 16 13 14 0.3 0.76 1.54 1.66
?????
Enter 30 18 9 11.7** 0.00** 0.13 0.09
BackSpace 79 45 25 30.0** 0.00** 0.03* 0.00**
Space 26 15 2 20.1** 0.00** 0.00** 0.10
文字キー 105 65 29 43.6** 0.00** 0.00** 0.00**
数字キー 19 12 6 6.7* 0.02* 0.26 0.22
記号キー 11 7 3 4.6 0.09 0.38 0.35





















BackSpace 4 1 5
Space 2 0 4 5
文字キー 4 1 5 5 4
数字キー 3 0 5 5 2 5
記号キー 3 0 5 5 4 5 5
全入力回数 5 5 5 5 5 5 5 5



























































If 前進 停止 sleep 後退 加減速 コマンド合計
????????If 1.00
前進 0.38* 1.00
停止 0.55* 0.59* 1.00
sleep 0.65* 0.59* 0.85* 1.00
後退 0.32* 0.15 0.52* 0.45* 1.00
加減速 0.06 0.16 0.17 0.13 0.17 1.00
コマンド合計 0.43* 0.59* 0.72* 0.68* 0.51* 0.77* 1.00
期末テスト点数 0.24* 0.02 0.24* 0.28* 0.14 0.20* 0.27*
（注）*は相関係数が５％水準で有意であることを示す
貼り付けの精度を高めることが必要だと考える。
　Excelでは、コピー機能や貼り付け機能を利用するこ
とで効率的な作業ができる。だが、これらの機能を使
いこなしている操作技能の高い生徒は、表面上の作業
量が減ることになる。そのため、観察者が、受講姿勢
が良好ではないと判断してしまう可能性は存在する。
同様な問題が、キーボードショートカットやマウス操
作で扱われた内容をログに取得できない場合に起こり
うる。すなわち、コピー機能などを使い効率的に作業
を行っている生徒の入力回数が、実際の生徒の授業に
対する姿勢と関係なく、自動的に低く評価されてしま
うことである。今後のキー・ログ取得プログラムでは、
コピーや貼り付けの内容を取得することで、このよう
な評価精度が生徒に不利な方向に低下する問題に対処
ができると考えられる。
６．２．キー・ログデータの分析について
　取得したデータの分析を現状手作業で行っている。
その場合、疲労などの要因により、見落としなどが発
生する可能性がある。そこで、分析を自動化すること
で、分析を行う際の間違いを減らすことができると考
えられる。間違いを減らすことで、キーの入力回数か
ら受講姿勢評価を行う際の過少評価、過大評価を減ら
すことができると考えられる。
６．３．生徒の受講姿勢の評価について
　今回の実践では、同行観察者の人数が少なかったこ
（はしづめ　とものり・ふるた　たかひさ）
と、「良好」と「要努力」と評価された生徒の人数が少
なかったことから、データの統計的信頼性は低いと言
える。そこで、来年度以降の実践では、観察者の事前
トレーニングを行うこと、観察者の人数を増やすこと
が考えられる。観察者の人数を多くすることができな
い場合、複数の観察者で共通の評価をされたものを扱
い、異なった部分は、観察者間で合議し決定すること
で、評価を間主観的にすることが考えられる。それに
加え、今後は実践校を増やす、データの取得を単元開
始時から行いデータ数を増やすことで、データの信頼
性を高める必要もある。
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